
土地利用調整条例第 10 条の特定開発事業等及び適用される基準 
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 建築面積が 500 ㎡を超えるも
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 地盤面からの高さが 10ｍを超

える部分に居室の床面を有す

るもの 

 階数が 4 以上の階に居室を有

するもの 
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発

行
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主として建築物の

建築又は特定工作

物の建築の用に供

する目的で行う土

地の区画形質の変

更 

 

 開発区域の面積が 500 ㎡を超

えるもの 

 

注)自己の居住の用に供する目的

で行うものを除く。 
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土

地

の

形

質

変

更

土地の開墾、土石の

採取、鉱物の掘採そ

の他土地の形質の

変更 

 

 面積が 1,000 ㎡を超えるもの

 

注)土石の採取、鉱物の掘採及び

公共土木工事に係るものを除く。

       

基準が適用される場合 
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太陽光発電施設（一

団の土地又は水面

に太陽電池モジュ

ールを設置するも

のをいい、建築物の

屋根、屋上等に設置

するものを除く。）

の建設等 

 設置面積が 500 ㎡を超えるも

の 

 高さが 10ｍを超えるもの 

 

注)連続して設置する場合にあっ

ては、連続する太陽電池モジュー

ルのうち、最下部に位置するもの

の下端を地盤面として、その地盤

面から最上部に位置するものの

上端までの高さが 10ｍを超える

もの 

          

 

 


